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米来年産に向けて
肥料・農薬の

ご紹介

静浜営農経済センター
山下 健太

レ
ッ
ト
肥
料
で
す
。
基
肥
と
穂
肥
に
使
用
可
能
で
食

味
向
上
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

簡
単
！
省
力
！
ま
き
や
す
い
！
豆
つ
ぶ
剤

《
豆
つ
ぶ
剤
の
特
徴
》

①
拡
散
性
が
非
常
に
良
い
た
め
、
均
一
散
布
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
豆
つ
ぶ
が
水
面
を
浮
遊
し
な
が

ら
自
己
拡
散
し
ま
す
。
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畦
畔
か
ら
の
散
布
で

ｍ
以
上
に
広
が
り
ま
す
。

ａ
ほ
場
（
１
０
０
ｍ
×

ｍ
）
ま
で
な
ら
、
長

辺
１
辺
散
布
が
可
能
で
す
。

※
散
布
後
、
４
～
７
日
間
は
落
水
・
か
け
流
し
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。
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ン
ガ
ン
豆
つ
ぶ　
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ｇ
】
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水
稲
用
初
中
期
一
発
処
理
除
草
剤

使
用
時
期
：
田
植
後
３
日
～

日

使
用
量
：
２
５
０
ｇ
／

ａ　

使
用
回
数
：
１
回

　

土
壌
吸
着
力
が
強
く
、
ノ
ビ
エ
（
発
生
前
～

葉

期
）、
コ
ナ
ギ
に
対
し
て
、
枯
ら
す
効
果
や
抑
え
る

効
果
も
安
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ゼ
ナ
類
な
ど

一
年
生
広
葉
雑
草
か
ら
抵
抗
性
ホ
タ
ル
イ
、
ク
ロ
グ

ワ
イ
等
の
多
年
生
雑
草
に
対
し
て
、
安
定
し
た
除
草

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
ス
タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ　

２
５
０
ｇ
】
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適
用
害
虫
：
カ
メ
ム
シ
類
、
ウ
ン
カ
類
、
ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ
バ
イ

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で　

使
用
量
：
２
５
０

ｇ
／

ａ　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

　

有
効
成
分
の
ジ
ノ
テ
フ
ラ
ン
は
、
ウ
ン
カ
類
や
カ

メ
ム
シ
類
に
対
し
て
高
い
殺
虫
効
果
を
示
し
ま
す
。

加
え
て
、
カ
メ
ム
シ
類
に
対
す
る
吸
汁
阻
害
効
果
を

有
し
、
効
率
的
な
斑
点
米
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

※
使
用
前
に
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
、
ラ
ベ
ル
の
記
載

以
外
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

来
年
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
時
期
だ
と
思

い
ま
す
が
、
令
和
２
年
産
用
の
「
水
稲
肥
料
農
薬
年

特
予
約
注
文
書
」
の
一
部
で
肥
料
の
変
更
が
あ
り
ま

す
。
新
商
品
の
肥
料
と
お
す
す
め
農
薬
を
紹
介
し
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
基
肥
一
発
肥
料

【
き
ぬ
む
す
め
の
一
生
】
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施
肥
量
：

㎏
／

ａ

　

被
膜
の
崩
壊
性
を
大
幅
に
改
良
し
た
環
境
に
優
し

い
肥
料
で
す
。
４
種
類
の
肥
料
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

合
し
、「
き
ぬ
む
す
め
」
の
生
育
に
合
わ
せ
た
肥
効

が
持
続
し
ま
す
。

・
基
肥
・
穂
肥
肥
料

【
バ
イ
オ
ノ
ミ
ク
ス
】
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施
肥
量
：
基
肥
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１
０
０
㎏
／

ａ
、
穂
肥

㎏
／

ａ

　

魚
肉
エ
キ
ス
を
米
ぬ
か
油
粕
に
吸
着
さ
せ
、
ボ
カ

シ
肥
料
を
加
え
た
動
植
物
有
機
質
１
０
０
％
の
ペ


